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健康情報取得に⽤いる媒体がワクチンの接種の意思決定に影響を及ぼす 
 

新型コロナワクチンの接種が開始される以前、多くの⽇本⼈はワクチンを接種すべきか決めかねて
おり、そのような⼈々の判断が、集団免疫の達成を左右する状況でした。わが国における過去の研究で
は、健康に関する情報源の種類がワクチン接種意向と関係したと報告されていますが、実際のワクチ
ン接種への影響は不明でした。 

そこで本研究では、ワクチンの接種状況と、20 種類の情報源の利⽤との関連性を評価しました。「⽇
本における COVID-19 問題による社会・健康格差評価研究（JACSIS）」において収集された、2 万⼈
以上の⼤規模全国アンケート調査によって得られたデータを解析しました。ワクチンの集団接種が開
始される前の 2021 年 2 ⽉の調査で「様⼦を⾒てからワクチン接種したい」と回答した参加者を解析
対象とし、全国⺠がワクチンを接種できるようになった同年 9〜10 ⽉に、実際のワクチンの接種状況
と、どのような媒体から健康情報を⼊⼿していたかを調べました。 

その結果、テレビのニュースから情報を得た⼈が 78.8％だった⼀⽅、Facebook は 4.0％など、媒体
によって利⽤率に⼤きな幅がありました。また、情報源が職場・学校や、LINE であった⼈はワクチン
接種率が⾼く、ネットニュースや動画共有サイトであった⼈は接種率が低かったことが分かりました。 

以上より、健康情報を得る媒体の種類が、新型コロナワクチン接種の意思決定に影響を及ぼしたこ
とが明らかになりました。公衆衛⽣の専⾨家らにとって、さまざまな情報源の特性を理解し、適切に活
⽤することが重要であったと⽰唆されました。 
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 研究の背景  
ワクチンは感染症に対する最も有効な予防⽅法の⼀つです。とは⾔え、感染症を封じ込めるためには、

有効なワクチンの開発だけでは不⼗分です。⼗分な数の⼈々がワクチンを接種することで、ワクチンは最
⼤限に効果を発揮します。海外の研究では、新型コロナウイルス（COVID-19）のワクチン接種が開始さ
れる前の接種意向から、その後の接種状況までを追跡した研究例がいくつか報告されており、ワクチンを
接種したいと以前から考えていた⼈の中では集団接種の開始後にワクチンを接種した⼈が多く、逆に接
種したくないと以前から考えていた⼈の中ではその後も未接種の⼈が多くいたこと、両者の中間であっ
た⼈々の中には接種した⼈もそうでない⼈もいたことが⽰されています。ただ、そうした⼈々の意思決定
がどのような要因に影響を受けたかについては、よく分かっていませんでした。⽇本では、新型コロナワ
クチンの接種が開始される以前、約 3 分の１の⼈がワクチンを受けるべきか否か決めかねており、この
ような⼈々がワクチンを接種するかどうかが集団免疫注１）の達成を左右する状況でした。 

ワクチン接種の意思決定には情報源が⼤きな役割を果たすと考えられています。わが国における過去
の研究では、健康に関する情報源の種類がワクチン接種意向と関係することが報告されていました。ただ
し、その多くは集団接種が開始される以前の接種意向の調査に留まっていました。そこで本研究では、ワ
クチンの集団接種開始前にワクチン接種意向が定まっていなかった⼈々を対象に追跡調査を⾏い、利⽤
していた情報源の種類とワクチンの実際の接種状況との関連性を評価しました。 
 
 研究内容と成果  

本研究では、「⽇本における COVID-19 問題による社会・健康格差評価研究（JACSIS）」において収集
された、2 万⼈以上の⼤規模全国アンケート調査によって得られたデータを解析しました。JACSIS は、
我が国において健康・医療・働き⽅・経済などの諸問題がコロナ禍でどのように変化したかを調査するた
めに、インターネット調査会社にモニターとして登録されている⼈々を対象に、2020年に開始された前
向きコホート研究注２）で、現在も継続的に調査が続けられています。 

まず、ワクチンの集団接種が開始される前の 2021年 2⽉にワクチンの接種意向を尋ね、「様⼦を⾒て
から接種したい」と回答した⼈（集団接種の開始当初に優先接種の対象であった医療従事者・⾼齢者・基
礎疾患のある⼈を除く）を、追跡しました。さらに、全国⺠がワクチンを接種できるようになった同年 9
〜10 ⽉に、実際のワクチンの接種状況を尋ねました。併せて、家族、友⼈・知⼈、職場・学校、医療従
事者、有名⼈、専⾨家、官公庁のウェブサイト、研究機関のウェブサイト、動画共有サイト、LINE、Twitter、
Facebook、Instagram、ネットニュース、新聞、雑誌、書籍、テレビのニュース、テレビのワイドショー、
ラジオといった 20 種類の情報源それぞれについて、COVID-19 など健康に関する情報を得るために利⽤
しているかを、「はい」か「いいえ」で回答してもらいました。これらのデータを、⼆項ロジスティック
回帰分析注３）を⽤いて統計解析し、調整オッズ⽐と 95％信頼区間を推定しました。2021年秋時点でのワ
クチンの接種状況を⼆群に分類し（⼀回以上接種済み／予約者／意向あり＝1、様⼦を⾒てから接種した
い／接種したくない＝0）、⽬的変数注４）としました。説明変数注４）は、20 種類の情報源および性別や年齢
などでした。 

不⾃然な回答や⽋値を除外したところ、実際の解析対象者は 5,139 ⼈（平均年齢：42.8 歳、⼥性：55.7%）
でした。このうち、2021年秋にワクチン接種を済ませていた者（予約者・意向がある者含む）の割合は
85.7％でした。テレビのニュースから健康関連情報を得た⼈が 78.8％である⼀⽅、Facebookから情報を
得た⼈は 4.0％など、媒体によって使⽤率には⼤きな幅がありました。さらに回帰分析をした結果、ワク
チンを接種した⼈は職場・学校［調整オッズ⽐：1.49，95%信頼区間：1.18-1.89］や LINE［1.81，1.33-
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2.47］から情報を得た⼈に多く、ネットニュース［0.69，0.55-0.86］や動画共有サイト［0.62，0.48-0.82］
から情報を得た⼈では少なかったことが分かりました（図１）。 

 
 今後の展開  

本研究により、新型コロナワクチンの接種が開始する前に様⼦⾒していた⼈々の意思決定には、利⽤す
る情報源の種類が重要な役割を果たしていたことが分かりました。職場・学校や LINEからの情報が、接
種意向を促したと考えられる⼀⽅で、ネットニュースや動画共有サイトからの情報は、逆⽅向に働いた可
能性があります。公衆衛⽣の専⾨家らにとって、さまざまな情報源の特性を理解し、適切に活⽤すること
が重要であったと⽰唆されました。 

ただし、情報を得ることとワクチン接種とで、どちらが原因でどちらが結果の関係にあったのか断⾔で
きないこと、それぞれの情報源からどのぐらいの頻度でどのような情報を得ているかが分からないこと、
インターネット調査会社の登録モニターには属性などに偏りがあることなどから、結果の解釈には注意
が必要です。また、COVID-19 の流⾏状況や関連する政策などに応じて⼈々の意識は常に変化し続けてい
ると考えられるため、調査のタイミングによって異なる結果が出る可能性もあり、今後もこの問題に関す
る議論を継続する必要があると考えられます。 
 
 参考図  
 

 
図１ 本研究における解析結果の概要 
 

 ⽤語解説  
注１）集団免疫 

⼈⼝の⼀定割合以上の⼈がワクチンを接種するなどして特定の病原体に対する免疫を持ち、感染症が
流⾏しなくなる状態。 

注２）前向きコホート 
あらかじめ対象集団を設定し、将来にわたり追跡調査する研究⼿法。本研究では、新型コロナワクチン
を接種するかどうかを追跡した。 

注３）多項ロジスティック回帰分析とオッズ⽐ 
情報源・年齢・性別などの複数の要因から、新型コロナワクチンを接種したか否か、といった結果が起
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こる⾒込み（オッズ⽐）を予測する統計⼿法。今回の場合は、オッズ⽐が 1 より⼤きいほど接種する
⾒込みが⾼く、オッズ⽐が１より⼩さいほど接種する⾒込みが低かったことを意味する。 

注４）⽬的変数と説明変数 
⽬的変数は因果関係の結果として想定された変数のことを指し、予測の対象となる。説明変数は⽬的
変数の原因として想定された変数のことを指す。 
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